
茨 ﾋﾞ 協 発 第 3 5 0 4 号
令 和 8 年 8 月 2 6 日

会 員 各 位

一 般 社 団 法 人 茨 城 県 ﾋﾞ ﾙ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 協 会
会 長 川 上   英 則

建 物 衛 生 委 員 会   委 員 長   水 島 剛

ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ ｰ 実 技 講 習 会 開 催 の ご 案 内

残 暑 の 候 ､ ま す ま す ご 清 栄 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す ｡
さ て ､ 当 協 会 で は ､ ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ ー  の 基 本 的 な 扱 い 方 を 学 ぶ ｢ ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ ｰ 実 技 講 習 会 ｣ を 下 記

の と お り 開 催 す る こ と と な り ま し た の で ､ ご 案 内 い た し ま す ｡
こ の 講 習 会 は ､ 清 掃 徒 事 者 の 技 術 力 向 上 を 目 的 に 実 施 し て お り ､ 数 多 く 実 技 経 験 が で き ま す の

で ､ 各 社 に お か れ ま し て は ､ 該 当 者 の 受 講 に つ き ま し て ､ 特 段 の ご 配 意 を お 願 い い た し ま す ｡

記

1   開 催 日 時

2 会 場

3   受 講 対 象

4   講 習 内 容

5   募 集 人 数

6 申 込 先

7 受 講 料
8   振 込 先

9 申 込 締 切
1 0 携 行 品 等

1 1 そ の 他

令 和 8 年 1 0 月 1 0 日 ( 土 ) ､ 1 0 月 1 7 日 ( 土 ) の 2 回
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0 ( 受 付 は 9 : 0 0 ~ )
茨 城 県 総 合 福 祉 会 館   5 F   協 会 会 議 室 ､ 5 F 共 用 ﾌ ﾛ ｱ

水 戸 市 千 波 町 1 9 1 8   T E L : 0 2 9 - 3 0 5 - 5 1 1 1 ( 当 協 会 事 務 局 )
ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ ｰ 操 作 未 経 験 の 方 ､ 未 熟 な 方 ､ 練 習 境 が 無 い 方 ､ ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ 一 操
作 の 基 本 を 再 確 認 し ､ ﾋﾞ ﾙ ｸ ﾘ ｰ ﾆ ﾝ ｸﾞ 技 能 士 ( 1 ･ 2 ･ 3 級 ) の 資 格 取 得 を 目

指 し て い る 方 な ど

別 紙 1 ｢ 講 習 会 ｽ ｹ ｼﾞ ｭ ｰ ﾙ ｣ の と お り

1 回 に つ き 1 0 名 ( 先 着 順 ) ※ 操 作 技 術 を 反 復 練 習 に よ り 習 得 す る た め ､ 原 則

5 名 ✕ 2 班 と し ま す ｡
な お ､ 申 込 者 が 少 な い 場 合 に は ､ 開 催 日 を 1 日 に 集 約 す る こ と も あ り ま す の

で ご 了 知 願 い ま す ｡

別 紙 2 ｢ 受 講 申 込 書 ｣ に 必 要 事 項 を ご 記 入 の う え ､ 当 協 会 事 務 局 ま で F A X に て
お 申 し 込 み く だ さ い ｡
会 員 : 7 , 0 0 0 円 / 人 ､ 非 会 員 : 1 4 , 0 0 0 円 / 人 ( 昼 食 代 込 )

先 着 順 に よ り 受 講 者 に 決 定 し た 方 に は ､ 当 協 会 か ら ､ ご 連 絡 を し ま す の で ､ 振
込 手 数 料 を ご 負 担 の う え ､ 受 講 料 を 下 記 口 座 に お 振 込 み く だ さ い ｡

< 振 込 先 >

常 陽 銀 行   泉 町 支 店   普 通 預 金   0 4 0 6 8 6 8
口 座 名 義 ( 一 社 ) 茨 城 県 ﾋﾞ ﾙ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 協 会

令 和 8 年 9 月 1 6 日 ( 水 )
筆 記 用 具 ､ ﾉ ｰ ﾄ 等 ､ ﾎﾟ ﾘ ｯ ｼ ｬ ー  を 操 作 で き る 作 業 着 ､ 作 業 靴

振 込 み 後 の 受 講 料 に つ い て は ､ 特 別 な 事 由 で な い 限 り 返 金 い た し ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い ｡

一 般 社 団 法 人 茨 城 県 ﾋﾞ ﾙ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 協 会

水 戸 市 千 波 町 1 9   1 8   茨 城 県 総 合 福 祉 会 館 5 F
事 務 局 : 小 室 ､ 田 山

電 話 : 0 2 9 - 3 0 5 - 5 1 1 1

F A X : 0 2 9 - 3 0 5 - 5 1 1 2


